
 
 

 

 

松山外環状道路の利活用 

に関する取組方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年３月 
 

愛媛県高規格道路等利活用検討会 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



「松山外環状道路」の利活用に関する取組方針 
 

 高速道路等の高規格道路の整備は、企業の進出や販路拡大等による産業振興、更

には、観光圏域の拡大による観光振興といった、地域の活性化に大きな役割を果た

すことが期待される。 

このため、県内における高規格道路等の整備によって、どのような効果が発揮さ

れるのかを把握するとともに、その効果の増進を図るための高規格道路等の利活用

方策を併せて検討し、道路利用者等に整備の必要性や重要性を広く周知するともに、

整備促進の社会的気運を高めることを目的として、「愛媛県高規格道路等利活用検

討会」を組織した。 

特に、県都松山市において事業中である松山外環状道路（以下、「松山外環」と

いう。）に関しては、県内で最も重要な高規格道路等の一つであり、整備が進むこ

とにより松山都市圏域において様々なストック効果が期待されていることから、

「松山外環状道路地方部会」を設置し、当路線の具体的な利活用方策等について検

討してきた。 

松山外環は、「インター線」が平成28年12月に全線開通したほか、インター線に

続く国道56号から松山空港間の「空港線」についても、今年９月30日開会の「えひ

め国体」までに国道56号から県道伊予松山港線までの側道部を先行して供用する予

定であり、空港から国体会場間等の円滑な交通の確保や松山市中心部の渋滞緩和等

の効果が見込まれている。 

さらには、未着手区間のうち都市計画決定済みの国道11号から国道33号間を含む

約2.5kmのインター東線（仮称）など、交通・物流拠点である松山空港、松山港や

松山ＩＣ、松山都市圏内の幹線道路等を繋ぐ高規格道路として整備を進めることで、

移動時間の短縮や定時性の確保、生産性の向上などが図られ、より多くのストック

効果が期待されているところである。 

今回、松山外環の整備効果や具体的な利活用について検討を重ねた結果、以下の

７項目を取組み方針として定める。 

 

 

１．松山外環の整備を契機とした企業誘致の推進 

県内企業を対象に行ったアンケート調査において、松山外環を有効利用するた

めに行政や経済界が取組むべきものとして意見が多かった「企業誘致や土地利用

の促進」に対する施策として、市街化調整区域への工業系を中心とした開発が可

能となる都市計画法の「地区計画」など、沿線の土地利用を促進する制度の活用

を推進する。 

都市部の整備は、道路の事業主体とまちづくりを担う市町の都市計画担当部局

との連携が不可欠であり、国や県から周辺市町の担当部局へ、また、行政から民

間経済団体等へ、これらの制度を広く周知し、企業進出の検討が積極的になされ

るよう後押しする。 

あわせて、松山外環周辺の市町が保有する企業立地や誘致をガイドするホーム

ページにおいて、松山外環の整備状況や効果を紹介するページへのリンク設定を

行うよう関係市町へ要請し、企業進出の手助けとなる情報提供を積極的に行う。  
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２．インターネットや広報紙等のツールを活用した情報発信 

松山外環の整備状況や利便性向上などの整備効果を広く周知するため、インタ

ーネットや広報紙等の各種ツールを活用した積極的な情報発信を行う。県内外を

問わず多くの人々に松山外環に対して興味を持ってもらい、経済活動や社会生活

など様々な面において、松山外環の利活用の促進を図る。 

 

３．松山空港から１時間圏域の拡大を活かした観光振興 

松山外環が整備されることにより松山空港からの１時間アクセス圏域が拡大

し、自動車専用道路の利点である定時性も飛躍的に向上するため、新たな観光ル

ートの造成や滞在時間の増加、人の流れ・物流の効率化など観光・運輸・運送業

界へ好影響をもたらすことが期待される。 

３千年の歴史を誇り古くから名湯として親しまれる道後温泉のほか、しまなみ

海道や四国八十八ヶ所霊場の岩屋寺をはじめとする松山以外の観光地も国内外

から注目されてきており、バス会社等に新たなバス路線の設定や、旅行会社等に

新たな旅行商品の開発について検討を要請するなど、行政のみならず地元経済界

とも連携を図りながら、松山外環の利用促進に向けて戦略的に取り組むことが効

果的である。 

 

４．大規模災害時における救援・救護・復興への体制強化の支援 

松山都市圏では、南海トラフ地震などの大規模災害発生時において、迅速な他

の地域との広域的相互支援のため、玄関口となる「松山港」及び「松山空港」と、

「陸上自衛隊松山駐屯地」や「愛媛大学医学部附属病院」、さらには「県総合運

動公園」などの防災拠点の間で、確実かつ円滑な移動・輸送が確保されることが

必要不可欠であり、これらを繋ぐ松山外環は重要な役割を果たすことが期待され

る。 

この機能をより実効性の高いものとするため、県や市町の「地域防災計画」等

各種計画へ緊急輸送道路として位置付けるなど、災害時における松山外環の果た

す役割や機能を明確にするとともに、関係機関である警察や消防、自衛隊等とも

積極的に連携し、非常時にもその機能を最大限に発揮できるよう体制強化を支援

する。 

 

５．港湾施設の利用拡大に向けた取組み 

近年、松山港におけるコンテナ貨物の取扱量は増加傾向にあり、松山外環の利

活用促進へ大きく寄与する松山港の港湾施設の更なる利用拡大は、松山都市圏の

みならず県内全域の産業・工業振興に欠かせない。 

今後も国際物流ターミナル等の港湾施設の整備が進み、取扱貨物量の増加が期

待されることから、松山外環の整備状況や整備効果について、松山港を利用する

運送会社等に対して情報提供を行い、利活用の促進を図る。 
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６．道路管理者が行う利活用への取組み 

道路管理者が把握している交通量等をもとに、松山外環を利用する優位性を分

析し、周辺一帯が適切な交通配分となるよう誘導することにより、道路利用者の

安全かつ快適な利活用を促進する。 

例えば、適切なルートへ誘導するための道路標識や横断幕等を設置し、松山外

環の利活用の促進や国道 33 号を含む市内中心部の渋滞緩和につなげる。また、

道路利用者にその効果を実感してもらうことで、未着手区間等の更なる整備への

期待が高まるなど、次のステップに向けた布石にもなり得る。道路整備の状況に

応じ、適宜、松山外環の利活用が進むような施策を検討・実行し、道路管理者と

しての使命を果たす。 

 

７．松山外環状道路（全線）及び周辺道路の整備促進 

松山外環の整備効果を最大限発揮させるためには、未着手区間を含む全線開通

が必要不可欠であるとともに、より一層利活用を促進させるためには、アクセス

道路を含む周辺道路の整備も併せて推進し、相乗効果を高めていくことが重要で

ある。 

これらの整備に必要な予算確保のため、関係省庁や国会議員等へ積極的な要望

活動を行うほか、今後、必要となる都市計画決定等の諸手続きや整備が円滑に進

むよう、国、県、松山市、経済界のさらなる連携強化を図る。 

  特に、未着手区間のうち国道11号と松山インターチェンジを結ぶインター東線

（仮称）については、住民説明会等を開催するなど道路構造の変更に伴う都市計

画の変更手続きを進めているところであり、次期新規工区としての条件が整いつ

つあることから、全委員が一丸となって１日も早い事業化に向け取り組む。 

 

 

 

平成29年３月 

          愛媛県高規格道路等利活用検討会 
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治
体
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あ
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全
国
か
ら
見
た
愛
媛
県
の
魅
力

 

【
道
後
温
泉
：
松
山
市
】

 
【
亀
老
山
展
望
公
園
：
今
治
市
】

 

土
居
ＩＣ

 

【道
後
温
泉
】 

・コ
コ
ロ
潤
う
。
お
ん
な
一
人
旅
に
人
気
の
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
【第

１
位
】 

・温
泉
総
選
挙

20
16

 
女
子
旅
部
門
【第

１
位
】 

 
【し
ま
な
み
海
道
】 

・サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
人
気
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
旅
行
先
ラ
ン
キ
ン
グ
【第

１
位
】 

・行
っ
て
よ
か
っ
た
！
日
本
の
展
望
ス
ポ
ッ
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
【第

３
位
】 

※
距
離
、
時
間
に
つ
い
て
は
、
ナ
ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
社
が
一
般
向
け
に
提
供
し
て
い
る
「
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ Ｔ
ＩＭ
Ｅ
」
を
使
用
し
て
算
出
し
て
い
る
。

 

高
速
料
金
（
円
）

2
,0

5
0

2
,0

5
0

2
,0

5
0

距
離
(k
m
)

8
2
.8

8
2
.7

8
1
.0

時
間

1
時
間
1
1
分

1
時
間
1
7
分

5
7
分

諸
元

土
居
ＩＣ
～
高
松
空
港

土
居
ＩＣ
～
松
山
空
港

土
居
ＩＣ
～
松
山
空
港

松
山
外
環
状
無

松
山
外
環
状
経
由

土
居

IC
 

三
島
川
之
江

IC
 

【四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
：第

45
番
札
所
岩
屋
寺
】 

・ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
発
表
の
「
20

15
年
に
行
く
べ
き
場
所

 5
2
選
」 

【
岩
屋
寺
：
久
万
高
原
町
】

 

鉄
道
歴
史
パ
ー
ク

 

あ
か
が
ね
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 

新
居
浜
市
 

タ
オ
ル
美
術
館

 

商
工
会
議
所
・
観
光
物
産
協
会

 
バ
ス
協
会

 等
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愛
大
附
属
病
院

 

自
衛
隊
駐
屯
地

 

 
４
．
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
救
援
・
救
護
・
復
興
へ
の
体
制
強
化
の
支
援

 

防
災
拠
点
ま
で
の
移
動
時
間
の
短
縮
や
、
緊
急
支
援
物
資
の
背

後
圏
へ
の
確
実
か
つ
円
滑
な
搬
送
を
支
援

 

◆
 効

果
【
ね
ら
い
】

 
◆

 実
施
内
容
と
実
施
主
体

（
国
・
県
・
市
）

 

 
地
域
防
災
計
画
等
の
各
種
計
画
に
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
位
置
付
け
る
こ

と
で
、
災
害
時
に
お
け
る
松
山
外
環
状
道
路
の
果
た
す
役
割
を
明
確
に
し
、

関
係
機
関
（
消
防
・
自
衛
隊
等
）
に
も
周
知
を
図
り
、
非
常
時
に
そ
の
機
能
を

最
大
限
に
発
揮
出
来
る
体
制
を
支
援
す
る
。

 

・
自
衛
隊
駐
屯
地
又
は
愛
媛
大
学
医
学
部
付
属
病
院
か
ら
松
山
外
港
 

 
 地

区
ま
で
の
移
動
時
間
が

20
分
以
上
短
縮
。
 

・
松
山
港
外
港
地
区
の
耐
震
岸
壁
か
ら
背
後
圏
（
中
予
地
区
等
を
対

 
 
象
）
へ
の
救
援
、
救
護
、
更
に
は
復
旧
、
復
興
の
た
め
の
緊
急
物

 

 
資
の
迅
速
か
つ
確
実
な
輸
送
が
可
能
。
 

松
山
港

 耐
震
岸
壁

 
他

 
県

 

三 島 川 之 江

土 居
新 居 浜

い よ 西 条

い よ 小 松
川 内

松 山

伊 予

内
子
五
十
崎

大
洲 大
洲
北
只

西
予
宇
和

三
間

宇
和
島
北

津
島
高
田

津
島
岩
松

宇
和
島
南

内
海

津
島
南

東
予
丹
原

今
治
湯
ﾉ浦

今
治

今
治
朝
倉

今
治
北

大
島
南

大
島
北

伯
方
島

大
三
島

宿 毛
間

平 田

四 万 十

三
崎
港

八
幡
浜
港

宇
和
島
港

松
山
港

松
山
空
港

今
治
港

三
島
川
之
江
港

新
居
浜
港

東
予
港

伊
方
原
子
力

発
電
所

中
山
ス
マ
ー
ト

IC

(整
備
中

)

い
よ
小
松
北

新
宮

【
凡
例
】

 

事
業
中
区
間

 

開
通
区
間

 

開
通
前
の
ル
ー
ト

 

開
通
後
の
ル
ー
ト

 

整
備
済

 

ア
イ
テ
ム
愛
媛
（
広
域
防
災
拠
点
（
物
資
拠
点
）
）

 

県
総
合
運
動
公
園
（
広
域
防
災
拠
点
（
進
出
・
活
動
拠
点
、
物
資
拠
点
）
） 
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4
3
7

松
山
空
港

余
戸
南
ＩＣ

古
川
ＩＣ

市
坪
ＩＣ

松
山

J
C

T

松
山
空
港
ＩＣ
（
仮
称
）

南
吉
田
ＩＣ
（
仮
称
）

東
垣
生
ＩＣ
（
仮
称
）

余
戸
南
ＩＣ

（
仮
称
）

松
山
ＩＣ

外
環
イ
ン
タ
ー
線

（
延
長
4
.8
km
）

外
環
空
港
線

（
延
長

3
.8
km
）

井
門
ＩＣ

至
高
松

整
備
前
の
ル
ー
ト

整
備
後
の
ル
ー
ト

松
山

IC
～
松
山
港
の
移
動
比
較
ル
ー
ト
例

主
要
渋
滞
区
間

主
要
渋
滞
個
所
（整
備
前
の
ル
ー
ト
上
の
み
表
示
）

資
料
）
愛
媛
県
渋
滞
対
策
協
議
会
資
料

松
山
港
か
ら
愛
媛
県

東
部
地
域
へ

5
,7
0
0
フ
レ
ー
ト
ト
ン
/
月
搬
送

（
輸
入
コ
ン
テ
ナ
）

松
山
港

コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル

今
回
開
通
区
間

【
凡
例
】

県
道

市
道

高
速
道
路

国
道

松
山
外
環
状
道
路

今
回
開
通

延
長

1
.8
km

（
自
専
道
部
）

 
５
．
港
湾
施
設
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
取
組
み

 

松
山
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
の
推
移

 

松
山
外
環
状
道
路
の
利
活
用
増
大
に
直
結

す
る
松
山
港
の
利
用
促
進

 

◆
 効

果
【
ね
ら
い
】

 
◆

 実
施
内
容
と
実
施
主
体

 

 
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
合
わ
せ
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー

ン
を
整
備

(愛
媛
県

) 
し
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
コ
ン
テ
ナ
貨
物

の
更
な
る
拡
大
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
外
港
地
区
の
事
業
所

の
み
な
ら
ず
、
県
内
外
の
運
送
会
社
等
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
。

 

松
山
港
外
港
地
区

(1
1

h
a
)の

売
却
状
況

 

  
  

松
山
港
か
ら
の
物
流
効
率
化

 

4
3
7

松
山
空
港

 

余
戸
南
ＩＣ

 

古
川
ＩＣ

 

市
坪
ＩＣ

 

松
山

J
C

T
 

松
山
空
港
ＩＣ
（仮

称
） 

南
吉
田
ＩＣ
（仮

称
）
 

東
垣
生
ＩＣ
（仮

称
）
 

余
戸
南
ＩＣ

 
（仮

称
） 

松
山
ＩＣ

 

外
環
イ
ン
タ
ー
線

 
（
延
長
4
.8
km
）
 

外
環
空
港
線
 

（
延
長
3
.8
km
）

 

井
門
ＩＣ

 

至
 高
松

 

整
備
前
の
ル
ー
ト

 

整
備
後
の
ル
ー
ト

 

松
山

IC
～
松
山
港
の
移
動
比
較
ル
ー
ト
例

 

主
要
渋
滞
区
間

 

主
要
渋
滞
個
所
（整
備
前
の
ル
ー
ト
上
の
み
表
示
） 

資
料
）
愛
媛
県
渋
滞
対
策
協
議
会
資
料

 

松
山
港
か
ら
愛
媛
県

 
東
部
地
域
へ

 
5
,7
0
0
フ
レ
ー
ト
ト
ン
/
月
搬
送

 
（
輸
入
コ
ン
テ
ナ
）

 

松
山
港

 
コ
ン
テ
ナ

 
タ
ー
ミ
ナ
ル

 

今
回
開
通
区
間

 

【凡
例
】 

県
道

 

市
道

 

高
速
道
路

 

国
道

 

松
山
外
環
状
道
路

 

今
回
開
通

 

延
長
1
.8
km
 

（
自
専
道
部
）
 

  
開
通
後
の
輸
送
時
間
換
算
で

 
  
年
間
約

4
9

0
台
分
の
コ
ン
テ
ナ
物
流

（
3

4
,0

8
0
分
÷

7
0
分

/
台
(※
1
)）

が
効
率
化

 
   
松
山
港
か
ら
愛
媛
県
東
部
地
域
行
き
の
輸
入
コ
ン
テ

ナ
量
を
台
数
換
算
(※
2
）
す
る
と
約

1
4
2
（
台

/月
）

で
あ
り
、
年
間

3
4
,0

8
0
分
（

1
4
2
台

/月
×

1
2
ヶ
月

×
2
0
分
）
の
輸
送
時
間
が
短
縮

 
 

【
開
通
前

 】
約
３
５
分

 

松
山
港

 
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

 

愛 媛 県 東 部 地 域 へ 

約
2
０
分

(6
割

) 
短
縮

 

資
料
：

H
2
2
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

 
※
松
山
外
環
状
道
路
は

6
0
k
m

/h
で
算
出

 

【
開
通
後

 】
約

1
５
分

 
＜
松
山
外
環
状
道
路

 
  
 松

山
空
港

IC
（
仮
称
）
～
松
山

IC
間
経
由
＞

 

＜
一
般
道
路
経
由
＞

 

松
山

IC
 

（ パ ル プ ・ 金 属 機 械 工 業 品 等 ） 

※
1
：
輸
送
時
間
に
つ
い
て
は
、
輸

 
 
入
コ
ン
テ
ナ
量
が
最
も
多
い
新
居

 
 
浜
市
の
工
業
地
帯
ま
で
の
所
要
時

 
 
間

(7
0
分

)で
算
出
。

 
※

2
：

4
0
フ
レ
ー
ト
ト
ン
の
コ
ン
テ

 
 
ナ
１
個
を
大
型
車
１
台
で
運
搬
す

 
 
る
際
の
車
両
台
数
：

5
,7

0
0
フ

 
 
レ
ー
ト
ト
ン
／

4
0
フ
レ
ー
ト
ト

 
 
ン
＝

1
4
2
台
フ
レ
ー
ト
ト
ン
：
重

 
 
量
ま
た
は
容
積
で
計
算
さ
れ
た
数

 
 
量
で
、
い
ず
れ
か
の
大
き
い
方
で

 
 
計
算

 
 
重
量

1
,0

0
0
k
g
、
容
積

1
,1

1
3
㎥

（
4
0
立
方
フ
ィ
ー
ト
）
＝

1
フ
レ
ー

 
 
ト
ト
ン

 

【
石
炭
】

住
石
貿
易
（
株
）

【
鋼
材
】
小
野
建
（株

）

【
鋼
材
】

東
方
金
属
（
株
）

【物
流
】

（株
）ム

ロ
オ

【
ガ
ス
】

四
国
ガ
ス
（
株
）

【物
流
】

大
栄
倉

庫
産
業

（株
）

【物
流
】

（株
）ム

ロ
オ

【
物
流
】

小
冨
士
産
業

（
株
）

岸
壁

(-
1
3
m

)

岸
壁

(-
1
0
m

)
埠
頭
用
地

埠
頭
用
地

（
整
備
中
）

護
岸
（
防
波
）

防
波
堤
（
南
）

緑
地

立
地
済
み

取
得
済
み

（
未
立
地
）

平
成

2
4
年

 造
成

前
 

2
2
,9

9
7
 

2
6
,3

0
5
 

2
8
,2

8
6
 

3
0
,4

0
9
 

3
1
,1

9
8
 

2
9
,5

3
2
 

7
,1

5
2
 

9
,6

0
2
 

1
2
,6

9
9
 

1
3
,0

9
2
 

1
3
,4

0
6
 

1
2
,8

7
4
 

3
0
,1

4
9
 

3
5
,9

0
7
 

4
0
,9

8
5
 

4
3
,5

0
1
 

4
4
,6

0
4
 

4
2
,4

0
6
 

0

5
,0

0
0

1
0,

0
0
0

1
5,

0
0
0

2
0,

0
0
0

2
5,

0
0
0

3
0,

00
0

3
5,

0
0
0

4
0,

0
0
0

4
5,

0
0
0

5
0,

0
0
0

2
00

9
2
01

0
2
01

1
2
01

2
2
01

3
2
01

4

内
航
ﾌ
ｨｰ
ﾀ
ﾞｰ

外
貿

（T
EU
）

松
山
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
貨
物
取
扱
量
の
推
移

出
典
：外

貿
コ
ン
テ
ナ
は
港
湾
統
計
（年

報
）、
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
は
四
国
地
方
整
備
局
調
べ

外
貿
コ
ン
テ
ナ

国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー

岸
壁
（
-
1
3
m
）
の
整
備
に
合
わ
せ
、

愛
媛
県
に
て
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

 
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

フ
ィ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
更

な
る
取
り
込
み
を
図
る

 

過
密
状
態
の
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス

 

松
山
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
個
数
の
推
移

 

松
山
港

 

国
・
県
・
市
・
商
工
会
議
所
・
観
光
物
産
協
会

 

ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
松
山
港
運
協
会
・

F
A

Z
 
等
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技
術
者
な
ど
を
目
指
す
愛
媛
大
工
学
部
環
境
建
設
工
学
科
の
１
年
生
４
８

人
が
１
９
日
、
松
山
外
環
状
道
路
イ
ン
タ
ー
線
と
空

 

 
６
．
道
路
管
理
者
が
行
う
利
活
用
へ
の
取
組
み

 

道
路
管
理
者
と
し
て
、
松
山
外
環
状
道
路
利
用
の
具
体

的
な
優
位
性
の
分
析
を
行
い
、
適
切
な
交
通
配
分
と
な

る
よ
う
誘
導
を
図
り
、
道
路
利
用
者
の
快
適
か
つ
、
安
全

な
利
活
用
を
推
進

 

◆
 効

果
【
ね
ら
い
】

 
◆

 実
施
内
容
と
実
施
主
体

（
国
・
県
・
市
、
主
に
道
路
管
理
者
）

 

 
道
路
案
内
標
識
や
横
断
幕
の
設
置
を
行
う
ほ
か
、
時
間
短
縮
が
図

れ
る
地
域
や
時
刻
等
に
関
す
る
情
報
を
マ
ス
コ
ミ
発
表
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
交
通
誘
導
を
図
り
、
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

 

取
り
組
み
事
例

 (
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
線
全
通
時

) 

 
 

  主
要
渋
滞
箇
所

 

横
断
幕
を
用
い
た
案
内
イ
メ
ー
ジ

 

右
折

松
山
外
環
開
通

松
山

IC
に
直
結

案
内
標
識
に
松
山

IC
の

 
表
記
を
追
加

 
松
山
道
の

 
表
記
を
削
除

 

①
道
路
案
内
標
識
の
変
更
（和

泉
交
差
点
）
 

国
道

5
6号

の
現
況
の
案
内
標
識

 

松
山

IC
ア
ク
セ
ス

 

国
道

5
6
号
誘
導
エ
リ
ア

 

国
道

5
6
号
・
外
環
状
道
路
経
由
の
方
が
松

山
IC
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
が
短
い
エ
リ
ア

 
国
道

3
3
号
経
由
の
方
が
松
山

IC
へ

の
ア
ク
セ
ス
時
間
が
短
い
エ
リ
ア

 

松
山
市
北
部
方
面
か
ら
の
交
通
の
国
道

5
6

号
・
松
山
外
環
状
道
路
経
由
へ
の
誘
導

 
松
山
市
西
部
方
面
か
ら
の
交
通
の
国
道

5
6

号
・
松
山
外
環
状
道
路
経
由
へ
の
誘
導

 

和
泉
交
差
点

 

松
山

IC
 

愛
媛
県
庁

 

和
泉
西
交
差
点

 
（
仮
称
）

 

国
道

5
6
号
へ
は
右
折
と
な
る
た
め
、

 
右
折
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
か
が

 
誘
導
す
る
上
で
課
題

 

 
 

  主
要
渋
滞
箇
所

 
イ
ン
タ
ー
線
全
線
開
通
に
伴
う
利
活
用

(案
)の

例
 

※
和
泉
交
差
点
⇒
松
山

IC
（

7
～

1
9
時
）
間
で

 
最
大
約
５
分
イ
ン
タ
ー
線
経
由
が
早
い
！
！

 

②
歩
道
橋
へ
の
横
断
幕
の
設
置
（
和
泉
西
交
差
点
（仮

称
））

 

松
山
河
川
国
道
事
務
所

提
供
写
真
に
差
替

 

松
山
河
川
国
道
事
務
所

提
供
写
真
に
差
替

 

開
通
前

 
開
通
後
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技
術
者
な
ど
を
目
指
す
愛
媛
大
工
学
部
環
境
建
設
工
学

科
の
１
年
生
４
８
人
が
１
９
日
、
松
山
外
環
状
道
路
イ
ン

タ
ー
線
と
空

 

 
７
．
松
山
外
環
状
道
路
（
全
線
）
及
び
周
辺
道
路
の
整
備
促
進

 

・
整
備
効
果
を
最
大
限
発
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
松

山
外
環
状
道
路
の
全
線
開
通
が
必
要
。

 
・
松
山
外
環
の
利
活
用
を
よ
り
一
層
促
進
さ
せ
る
た

め
、
ア
ク
セ
ス
道
路
を
含
む
周
辺
道
路
の
改
良
、
整

備
を
推
進
し
、
相
乗
効
果
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

◆
 効

果
【
ね
ら
い
】

 
◆

 実
施
内
容
と
実
施
主
体

（
委
員
一
同
）

 

・
こ
れ
ら
の
整
備
に
必
要
な
予
算
確
保
の
た
め
、
県
民
、
市
民
の
機
運
醸

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
や
国
会
議
員
等
へ
積
極
的
な
要
望
活

動
を
行
う
。

 
・
今
後
必
要
と
な
る
諸
手
続
き
（
都
市
計
画
決
定
等
）
や
整
備
が
円
滑
に
進

む
よ
う
、
国
、
県
、
松
山
市
、
経
済
界
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
る
。

 

 
 

  主
要
渋
滞
箇
所

 

①
外
環
に
接
続
す
る
道
路
改
良
の
実
例

【
市
道

 千
舟
町
古
川
線

(は
な
み
ず
き
通
り

)】
 

 ②
外
環
に
接
続
す
る
交
差
点
改
良
の
実
例

【
県
道

  
砥
部
伊
予
松
山
線
】

 

●
供
用
延
長
が
増
す
ご
と
に
高
ま
る
効
果

 
 
松
山
外
環
状
道
路
の
側
道
と
接
続
す
る
道
路
の
改
良
や
交
差
点
改
良
を
実
施
し
、
円
滑

な
交
通
処
理
を
行
う
こ
と
で
、
松
山
外
環
状
道
路
の
機
能
増
大
に
繋
が
る
。

 

●
周
辺
道
路
の
整
備
事
例

 
 
松
山
外
環
状
道
路
の
供
用
延
長
が
伸
び
る
に
従
い
利
用
交
通
量
が
増
加
し
て
お
り
、
今

後
、
１
日
も
早
く
全
線
供
用
す
る
こ
と
が
、
整
備
効
果
を
早
期
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

図
面
作
成
中

 

千
舟
町
古
川
線

 

（
平
成
２
３
年
度
開
通
区
間

) 

はなみずき通り 

松
山
外
環
状
道
路

 

【
整
備
前
】

 

【
整
備
後
】

 【
整
備
前
】

 

【
整
備
中
】

 
断
面
A 

H
2
8
.1

2
.1

0
 

開
通
済
み

 

「
こ
の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

 2
0
0
0
0
0
(地
図
画
像

)及
び

数
値
地
図

 5
0
0
0
0
(地
図
画
像

)を
使
用
し
た
。

(承
認
番
号

 平
2
6
情
使

 第
4
4
0
号

)」
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技
術
者
な
ど
を
目
指
す
愛
媛
大
工
学
部
環
境
建
設
工
学

科
の
１
年
生
４
８
人
が
１
９
日
、
松
山
外
環
状
道
路
イ
ン

タ
ー
線
と
空

 

技
術
者
な
ど
を
目
指
す
愛
媛
大
工
学
部
環
境
建
設
工

学
科
の
１
年
生
４
８
人
が
１
９
日
、
松
山
外
環
状
道
路
イ

ン
タ
ー
線
と
空

 

 
７
．
【
特
記
事
項
】
松
山
外
環
状
道
路
イ
ン
タ
ー
東
線

(仮
称

)の
早
期
事
業
化

 

①
松
山
東
部
地
域
と
松
山
空
港
や
臨
海
地
域
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
及
び
松
山
環

状
線
や
国
道

3
3
号
等
の
市
内
の
渋
滞
が
緩
和

 
 ②
計
画
路
線
周
辺
の
安
全
性
の
向
上

 

●
イ
ン
タ
ー
東
線

(仮
称

)の
計
画
概
要

 
●
イ
ン
タ
ー
東
線

(仮
称

)に
よ
る
整
備
効
果

 
 
未
着
手
区
間
と
な
っ
て
い
る
国
道

1
1
号
か
ら
松
山
ＩＣ
付
近
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
東
線
（仮

称
）
を

1
日
も
早
く
事
業
化
し
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
松
山
外
環
の
整
備
効
果
を
よ
り

増
大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

 

図
面
作
成
中

 

■
所
要
時
間
が
約
６
割
短
縮

(国
道

11
号

～
松
山
空
港

) 
 ■
市
内
へ
流
入
ま
た
は
通
過
し
て
い
た
交

通
が
分
散
し
、
松
山
環
状
線
や
国
道

33
号

等
の
主
要
渋
滞
箇
所
の
渋
滞
が
緩
和

 

■
通
過
交
通
は
自
動
車
専
用
道
路

を
利
用
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
生
活

道
路
の
安
全
性
が
向
上
（小

学
校
等

の
通
学
路
の
安
全
性
が
向
上
）
 

■
標
準
断
面
図

 

【
盛
土
部
】
 

【
高
架
部
】
 

■
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
り
、
救
急
医
療
体
制

の
強
化
や
災
害
時
の
防
災
体
制
の
充
実
・

強
化
に
も
つ
な
が
る
。

 

■
全
体
概
要
図

 

■
整
備
の
イ
メ
ー
ジ
図

 

【利
用
形
態
】 

●
国
道

1
1
号
と
国
道

3
3
号
や
松
山
ＩＣ
と
の
ア
ク
セ
ス
は
本
線
（自

動
車
専
用
道

路
）を
利
用
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

【
周
辺
道
路
の
現
状
】 

古
川

IC
 

イ
ン
タ
ー
東
線
（仮

称
）
 

L
=
2
.5
ｋ
ｍ

 

整
備
済
（予

定
）
 

路
線

 

整 備 路 線  

国
道
19
6号

ま
で
の
 

未
着
手
区
間
 

 
概
要
ル
ー
ト
の
 

 
検
討
開
始
 

<
主
要
渋
滞
箇
所

>
 

箇
所

 

区
間
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愛媛県高規格道路等利活用検討会 
 

〔会長〕 

国立大学法人 愛媛大学大学院理工学研究科 教授 吉井 稔雄              

 

〔委員〕 

 松山大学経済学部             教授 鈴木  茂 

愛媛県商工会議所連合会            会頭 佐伯  要 

一般社団法人 愛媛県観光物産協会     会長 佐伯  要 

一般社団法人 愛媛県トラック協会     会長 一宮 貢三 

一般社団法人 愛媛県バス協会       会長 清水 一郎 

愛媛県土木協会         会長職務代理者  菅  良二 

愛媛県土木部               部長 頼木  清隆 

 

〔オブザーバー〕 

国土交通省松山河川国道事務所              所長 横尾 和博 

 国土交通省大洲河川国道事務所       所長 上林 正幸 

 国土交通省松山港湾・空港整備事務所    所長 平野  智 

 西日本高速道路株式会社愛媛高速道路事務所 所長 山岡 賢弘 

 

 

松山外環状道路地方部会 
 

〔地方委員〕 

松山港運協会               会長 松本 恒昭 

愛媛ｴﾌ・ｴｰ・ｾﾞｯﾄ株式会社    代表取締役社長 一宮 捷宏 

  松山市都市整備部             部長 青木 禎郎 

 松山市産業経済部             部長 平野 陽一郎 

 

（敬称略） 
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